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オランダ国立教育博物館における教育史・資料の
収集・保存・活用
須田将司*
本稿は、オランダ王国ロッテルダム市にあるオランダ国立教育博物館の事業展開を、特に教
育史 -資料の収集 保存・活用に着目して紹介し、日本の現状を再考したものである。約
1000の博物館があるオランダにおいて、何を公共のものとして残し、イ可が活用されるべき史・
資料なのかを問う意識は高い。オランダ国立教育博物館では史-資料の収集を出発点と考え、
プレゼンテーション・教育・イベント部門に多くの人的 ・財政的資源を投入している。そして、
教育プログラムの開発や他機関との連携により 、公共図書館的、教育研究所的な役割に加え、
学習素材の提供などを精力的に展開している。この姿は日本の現状、すなわち、利便性の確保
にパラつきがあり、また法的規制などにより教育史 ・資料の収集・保存・活用が必ずしも十分
ではない点に対し、その可能性と実例とを示すものである。
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はじめに
筆者は、文部科学省大学教育・学生支援推進事
業[テーマA]大学教育推進プログラム「往還型
教育による学士力の育成」に関わる海外視察で
2010年9月 14日、同館を訪れる機会を得た口そ
れは、教員養成関係機関を訪問する綿密なスケ
ジ、ユールの合間に設定されており、教育史専攻の
若輩者が訪問団に紛れていたことへの先方の配慮
であったと推察される。
オランダダ、王国ロツテルダム市にあるオランダダ、国
立教育博物館 (伺自蘭目名 :Na剖t則 laal0n吋d巴釘rw司り肝J伊sml悶 u叩I町m
は、 1923年築の元ロッテルダム市立図書館を再
利用して 1986年に開館した、教育に関する専門
博物館である。
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ロッテルダム市内の中心部にある同館は、小規
模ながらいくつかの復元教室を備え、またオラン
ダ教育史にまつわる様々な物品がコンパクトに展
示しである教育の専門博物館という印象であっ
た。帰国後に HP(図 1)を閲覧したところ、極
めて充実した教育プログラムを展開していること
カfわかった。
しかしながら、開館 20数年ほどの小規模館ゆ
えのことか、オランダ政府観光局の Hplでは、
国立博物館やゴッホ美術館等、代表的な施設のみ
で同館は紹介されていない。管見の限り日本国内
のオランダ関連サイトや書籍、 CiNiiなどでも記
事を見出すことができなかった。それゆえ、これ
を機に同館の概要を整理することは、日本でこれ
まで知られてこなかった教育博物館の姿を知る点
34 「東洋大子文苧部紀吏」 第61集 教育子干、|編 XXXVI(2010午度)
で、ささやかながら意味ある作業になるのではな
いかと考えた。これが、本稿執筆に至った理由の
一つである。
もう一つの理由に、筆者が拙いながらも感じて
きた、史・資料の収集・保存・活用の現状に対す
る違和感がある。筆者は個人研究や自治体史編纂
で学校や公民館など教育機関の資料所在状況を調
査する機会があるのだが、そこで「保存年限」を
超えた書類廃棄の一般常識化と、それによる資料
散逸に直面したことが何度かある。また、個人情
報保護法施行後、収集や活用を前提とする調査活
動に対し管理責任者の警戒心が強くなり、(不当
な)疑念の視線にさらされたこともあった。多忙
を極める教育現場にあり、何を公共のものとして
保存するのか、とても考える余地がないといった
状況である。一方、これらを業務上担うはずの郷
土資料館や博物館、図書館、公文書館、自治体史
編纂室などでも、資料が未整理であったり、人事
異動や編纂事業終了、市町村合併などで状況を把
握する者が不在になる例もある。日本博物館協会
の統計でも、 47%の館園で収蔵庫が「ほほ満杯J.
「入りきらない」状態を抱える一方、資料台帳に「ほ
とんどすべて」記載は 53.2%に留まるという、収
集・保存の上で抱える課題が指摘されている 20
もとより筆者はアーカイブス論や博物館学、博
物館教育の門外漢で、あり論点が的外れになること
を恐れつつも、上述のような日本の現状を、一度
オランダの事例に学ぶことで相対化してみたいと
考えたのである。
本稿ではまず、日本における「教育博物館」の
姿を捉え、次にオランダの博物館における収集 ・
保存・活用に関わる取組や実情を概観する。その
上で、個別事例としてオランダ国立教育博物館に
焦点を当て、教育史・資料の取り扱いについて考
察していきたい。
1. 日本における「教育博物館」
(1)最初の「教育博物館」
本稿の前提として、日本における 「教育博物館」
をみておきたい。
椎名仙卓の先行研究によれば、日本における「教
育博物館」は 1877(明治 10)年 l月26日、文部
大輔田中不二麿の主導により上野山内に開館した
ものを幅矢とする 3。その展示内容は「階下は学
校建築の模型、椅子卓子、理化学器械などの学校
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で使用する各種の教育に関する資料を展示し、階
上は植物、動物、金石の順序に従っていわゆる博
物標本といわれるものを展示」していた九これ
ら「資料の収集と展示」の機能に加え、「対外的
な教育活動」の機能があり、「理化学器械の棺介
斡旋JI標本の貸出JI博物標本の払下げ」を行っ
ていた 5。椎名は、この背景に、田中が世界初であっ
たトロント教育博物館を視察し、またダピット=
モルレーと親しかった点など1毎外情報の受容を捉
えつつヘ「今日みられる教育研究所、教材標本
販売会社、それに公共図書館的な性格をも兼ねて
いる博物館であったJ7とその機能を言い表して
いる。
その後、 1881(明治 14)年に東京教育博物館
と改称、 1888(明治21)年に陳列品が教育に関
する資*-!j-の一部に限定され、翌年には高等師範学
校附属となるなど縮小の時代を迎える。 1906(明
治39)年就任の棚橋源太郎主事(後に館長)時
代には展示内容を自然科学系にシフトし、1947(昭
和22)年に自然科学に関する調査研究と公聞を
主眼とする国立科学博物館となり現在に至る 80
すなわち日本最初の「教育博物館」は、学校教
育の支援を目的とするものから、次第に人々の自
然科学に関する学習機会を提供する施設へと変容
したといえる。
(2) r教育史の遺構・研究情報」から
一方で教育に関する史・資料の収集・保存 ・活
用を担う施設は、郷土資料館や博物館、図書館、
公文書館、自治体史編纂室をはじめ全国各地に作
られてきた。
2007年に教育史学会が刊行した 『教育史研究
の最前線』の巻末には、会員からの情報提供をも
とにした 97の「教育史の遺構・研究情報」が掲
載されている九それらを大別すれば、以下の 4
つに分類できょう。
-旧藩校・寺子屋や明治以降の校舎を再現・保存
した施設
・教育史 ・資料を所蔵する資料館 ・博物館
.教育史上の偉人を顕彰する記念館
・教育機関付属の旧校舎・資料
教育史料を収集・保存する一方で観光客も集め
る長野県松本市の旧開智学校のようなものから、
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教育機関付属の旧校舎・ 資料のように建築そのも
のの保存が最優先であり、公開性の低いものまで
様々である。
公開性の確保に関して、「教育史の遺構・研究
情報」で ["HPあり」と記されているのは半数の
48施設であった。本稿に際し筆者が検索したと
ころ、新たに自治体や管理団体・観光協会などが
開設したものや、個人のブログなどを含めるとほ
ぼ全ての施設情報を得ることができた。しかし、
玉川大学教育博物館 10のように随時更新され広
報誌の一部がPDPで閲覧できる例がある一方、
施設情報を掲載するのみ(更新はほぼ無し)であっ
たり、観光会社や個人による紹介に留まっていた
りと、利用を促す工夫には大きな聞きがあるのが
現状といえる。
2.オランダの博物館事情
(1) ["ミューゼウム・カントリーJ
日本の外務省が2010年 1月現在でまとめたと
ころによれば、オランダの人口は 1653万人 (2009
年オランダ中央統計局)、面積は41，864knlであ
る 1。オランダ人自身が「自分の国のことを、よ
くミューゼウム・カントリーと呼ぴ」、「国民一人
あたりの博物館密度が世界一高い」と言うように、
九州ほどの国土に博物館(この範時には美術館も
含む)が集中して存在する120
以下、カトリーヌ ・パレ、 ドミニク・プーロ著
松本栄寿、小浜清子訳『ヨーロッパの博物館』に
より近年の概要を整理していく 。
オランダ中央統計局の定義「一つまたは複数の
コレクションをもっ施設で、大部分が常時公開さ
れていて、定時間帯に(要望による場合もあるが)
訪問できること。入場は有料または無料」によれ
ば、 1997年の博物館数は 944で「過去数十年間
表l オランダにおける博物館数
その他の 美術館
年 博物館数 博物館
割合
割合
1900年以前 42 52% 48% 
1990年
714 85% 15% (書IJ合は 1985-88年)
1997年 944 8996 1% 
※ 『ヨーロッパの博物館j、78-79頁から作成。
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の博物館の爆発的増加は、専門家の注目を集めて
いるjという 130
表 lは、そのうち美術館よりも博物館の増加傾
向を示すデータである。来館者数も増え続け、
1950年には 260万人であったが 1990年には 2200
万人になったという 140 1997年における博物館
のテーマ別分類と来館者割合は表2のようになる。
またオランダ国内の博物館密集地帯は国の西部
と中部であり、 12%はアムステルダム、ロッテル
ダム、ハーグにある 15。ロッテルダム市にある歴
史系のオランダ国立教育博物館は、博物館数の多
い地域にあるポピュラーな部類の博物館のーっと
いえる。
(2)文化政策の展開と博物館事情
こうした博物館数と観客数の増加は、オランダ
における文化政策が背景にある。既に、第二次世
界大戦後の 1947年にオランダは以下のような文
化政策を掲げている 160
-現代の世代と後世のために、国の文化遺産を保
存し、維持し、可能な限りその範囲を広げる 0
・文化遺産の公開や、より多くの人々を対象とす
る文化の発展を促進し、創造活動と芸術の喜び
を支援する(オーケストラや劇団を支援して)0
・青年や成人が芸術に触れる機会を増やす(青年
や労働者の芸術的感性を豊かにするために)。
・アーテイストを支援して芸術の発展に協力する
(才能ある若者の養成、賞金、奨学金、公共の
建物の内装をアーテイストに注文するなどに
よって)。
・国威発揚と国際地位の向上のため、オラン夕、、の
文化的発展を海外に広く紹介する。
・国の支援なしには実現しえないような大規模な
表2 オランダの博物館別・来館者割合
分類 分類の割合 来館者割合
歴史 ・考古学博物館 5296 30% 
科学技術博物館 28% 20% 
美術館 1% 17% 
自然史I専物館 59〆O 10% 
民俗学博物館 2% 296 
その他 29，ノ/υ 
※ 『ヨーロッパの博物館』、79、83頁から作成。
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文化プロジェクトを企画し、出資し、支援する
(オーケストラ、劇団、オペラ、展示会、 絵画)。
ここに文化遺産の保存・収集と、これらを基礎
とした積極的な活動の展開が示されている。
1970 ~ 80年代、オランダでは中央政府に博物
館局が設置され、博物館は人々に奉仕すべきであ
ることを主張した改革が進められた。これにより
「博物館の教育部門は変化し、機能も多様化し」、
「ついで広報のほうが優遇されるようになった」
という 17。こうしてサービス向上に努めた結果、
1990年には 2200万人の来館者となった。
1990年代には、地方分権と民営化の時代を迎
える。オランダには 12の州があるが「地方分権
の原則にのっとって、文化部門の内容は地方レベ
ルで充実したものとなり、権限の委譲が行わ
れJ18た。その一方で「人口一万人以下の小規模
自治体は削減していく方針が政府によって打ち出
され」、11851年に 1209あったのが、何年に 633
とほぼ半減し現在489にまで、減ってJ19いる。こ
れら権限委譲と市町村合併によって進められた地
方分権化により、オランダでは表3にみられるよ
うに、文化活動に対する予算を次第に中央政府か
ら州や地方自治体が担う形に変化してきている。
政府は 2001~ 2004年の「文化四か年計画Jで
「博物館と無縁の社会階層に対して働きかけを強
化しなければならない」ことを強調しているが、
この 「質、自治、収益性」をキーワードとする改
革により 、国立博物館に自治が与えられ一部民営
化されるなど、市場原理が大幅に導入されてい
る200
一方で、オランダは元来民間博物館が多いのが
特徴で、 1997年段階で日本の博物館が国公立
75.6%、公益法人 ・会社個人24.4%21であるのに
対し、オランダでは公共博物館 (国営、州立、市
町村立) 19%で、財団、協会、企業、個人経営の
博物館が79%も存在する (2%はその他)九これ
表3 文化活動の予算配分 (%)
???
?
?
?
?
地方自治体
54 
51 
58 
中央政府
40 
44 
32 
※ 『ヨーロッパの博物館』、75頁。
ら、民間博物館には多くの公的補助金が投入され
ているが、政府の求める「質、自治、収益性」の
ような基準を満たさなければならない。
オランダでは 1997年段階で6485人 (4043人
が常勤、 1138人がパー ト)とボランテイア 3180
人がいたが、「質、自治、収益性Jの重視はスタッ
フの機能にも反映している。典型的な博物館を例
にとれば、最も比重が高いのが来館者対応で
46%、次にコレクション 22%、技術的任務 18%、
管理 14%になるという九これら 1990年代以降
のオランダにおける博物館政策を『ヨーロッパの
博物館』では以下のようにまとめている 240
博物館の発展、多様化、 近代化、 展示の増
加、観客へのサービスの向上などが実を結び、
来館者の数は大幅に増加した。博物館のプロ
グラムは、需要と供給の面で変化していった。
これは、本稿で扱うオランダ国立教育博物館を
取り巻く状況を端的に示すものといえる。つまり、
教育史 ・資料と無縁であった人々に向けた教育プ
ログラムを開発し、来館者数の増加を図る事業展
開に努力している、そんな同館の姿が浮かび上
がってくるのである。
3.オランダ国立教育博物館の組織概要
(1 )目的と運営組織
では、オランダ国立教育博物館の組織概要を捉
えていきたい。図2、3は館内で配布されるリ ー
フレットだが、ここに記されている概要をも とに、
同館では充実したサイトを運営しており 、事業内
容が詳しく紹介されるとともに、さらに 2008年
度と 2009年度の年次報告書を PDFで公開してい
る 25。以下、 2009年度版の年次報告書 WHet
Nationaal Onderwijsmuseum In 2009.1に基づき、同
館の概要をみていきたい。
その冒頭には、以下のように記されている。
Het Nationaal Onderwijsmuseum werkt aan het 
verbeelden， duid巴nen b巴levenvan ons onderwijs 
in verled巴nen heden. 
De activiteit巴nvan het museum bereiken 
E巴nbreedpubliek door heel Nederland en zりn
gericht op interactie en het delen van k巴nnis.Ze 
vormen e巴naanknopingspunt voor actuele 
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discussies over onderw討sen onderstrep巴nhet 
be1ang van goed onderwijs in onze samen1eving. 
ここには、オランダ国立教育博物館が、オラン
ダの教育史実や現在の教育問題を取り扱い、人々
に向けて広く知識や認識の共有や最新の教育論議
を考えるきっかけを与えるために活動を展開して
いることが述べられている。
運営組織として、管理者 (1名)、事務員 (5名)、
そして主要2部門としてプレゼンテーション・教
育・イベント部門 (6名)と収集・研究部門 (8名)
が存在する。前者は、展示ツアーを担うほか、常
設展や企画展、教育プロジェクト等を開発し、博
物館の商業活動や広報活動を担い、フェステイパ
ルへの参加や、研究会、シンポジウム、討論会を
単独または他機関と連携して開催するなど各種事
業に取り組んでいる。後者(収集・研究部門)は、
収蔵品の登録管理や博物館のライブラリを担当し
ている。この部門は研究を進め、収蔵品を用いた
展覧会の企画や展示を開発する事業にも取りオ畳ん
でいる。
同館にはロッテルダム市や教育文化科学省コから
の出向職員、そして短期雇用者やボランティアな
ど総勢は 40名ほどがいる。 2009年の常勤・パー
トを合わせた常勤相 当換算の FTE(full-time 
equiva1ents) は 15.1である。この他、実習生やイ
ンターンなども受け入れている。
図4の組織図から収集・研究部門でも一般向け
の図書室運営を担っており、これとプレゼンテー
ション・教育・イベント部門を合わせれば、教育
史・資料の活用面にかなり手厚くスタッフが配置
されていることがわかる(その事業内容は次節で
詳述)。
図2 オランダ国立教育博物館リーフレッ卜表紙面(筆者蔵)
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図3 オランダ国立教育博物館り フレット(図2の裏側)
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(2)財務状況 表4 収支決算表 (2009年)
表4から、オランダ国立教育博物館の収入は政
府 (ε601，526)とロッテルダム市 (6405，000) の
補助金を中心としていることがわかる。これに次
ぐのが入館料やレンタル収入などの商業収益
( 6137，893) である。この他、積極的にプロジェ
クト補助金などの外部資金を獲得している。
支出面では実用費が61，032，237であり 、政府 ・
ロッテルダム市からの補助金は、ほほこれら維持
管理に充当している ことがわかる。一方、活動費
に着目するとその 6割強をプレゼンテーションが
占め、これに教育を加えれば、プレゼンテーショ
ン・教育・イベン ト部門が収集 ・研究部門よりも
かなり多額の資金を投入して運営されていること
わかる。ここからも教育史 ・資料の活用面を重視
していることは明らかである。
収入(ユーロ) 支出(ユーロ)
入館料および、応告it収入 実用'{!t
25，552 人件費 707，235 
部屋のレンタル収入 72，587 建物維持~"i 18，510 
レンタル収入 33，442 一般的実用資 179.192 
展示と画像ツアーの収入 減価償却費 27，420 
6312 総営業費用 1，032，237 
政府補助金 601，526 
ロッテルダム市の補助金 活動資
405，000 販売と通信 99，992 
プロジェクト補助金 収集 55，520 
107，436 プレゼンテーション
金融収主主 3735 307，330 
教育 24，152 
総活動資 486，994 
総収入 1，255，590 総支出 1，519，351 
収支差額 -263，761 
営業実績 -516 
※ fHel Nalionaal Onderwijsmuseum [n 2009j、57頁。
図4 オランタ国立教育博物館組織図
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詳しくは次節で述べるが、同館ではコレクショ
ンの取得や収蔵品のデジタル化、教育プロジェク
ト、博物館展示や館内整備など多様な事業に取り
組み、それだけに出費を要している。表4では赤
字決算であるが、年次報告書では、独立採算性は
増しており今後数年間で自己資金を作り出せる、
と述べられている。
(3)入館者数
この見通しを裏づけているのは、入館者数の増
加にある。 近年のオランダが「質、自治、収益性J
を重視する博物館政策を掲げているのは前述のと
おりだが、図 5の入館者数の推移から、同館が
1990年代以降2003年まで入館者数の低迷期を経
験しつつも、それ以後現在まで入館者数を増加に
転じさせてきていることを捉えることができる。
特に 2009年は前年比5000人増となる 42454人の
訪問者を迎え、初の4万人突破となっている。
同館の開館と入館料は以下の通りであるへ
開館日・営業時間
火曜日から土曜日 10 : 00 -17 : 00 
日日曜日 11:00-17:00 
月曜日(学校休業期間中のみ)
10 : 00 -17 : 00 
定休日 :毎月曜日、 l月 i日、 4月30日、
12月25日
入場料
大人 む
12歳までの子ども 無料
16歳までの若者/学生/65歳以上 位
Museumkaart & Rotterdampas 無料
定休日の4月30日はベア トリ クス女王誕生日、
入館料の Museumkaart& Rott巴I由 mpasはいわば
フリーチケットのことである。開館日・営業時間
や 12歳以下無料、学生・高齢者割引など、日本
とほぼ同様な営業スタイルである。
年次報告書によれば、 69%は初めて当館を訪れ
る人であり、訪問者の 38%は特別展に来ていた。
2009年のほとんどの訪問者は27歳以上で、 37%
が50-64歳であったという。いわば、様々な特
別展やイベント開催により、幅広い入館者層の獲
得に成功したことが初の 4万人突破を導いた要因
図5 オランダ国立教育博物館の来館者数の推移
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※ rHet Nationaal Onderwijsmuseum 11 2009J、1頁から作成
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と述べられている。 また、教育史・資料活用の利便性向上に関わっ
4.オランダ国立教育博物館の事業展開
(1)収集・研究部門の事業
前節でみたように、オランダ国立教育博物館で
は事業展開を担う 2つの主要部門があった。まず
は、資料の保存・収集に関わる収集・研究部門の
事業を概観し、次に活用面を担うプレゼンテー
ション・教育 ・イベント部門を見ていきたい。
同館では、オランダ教育の傾向や特徴に関する
収集・調査・公開の活動に努める方針のもと、オ
ランダ囲内と植民地における教育史・資料を収集
している。具体的には、教科書などの書籍や視聴
覚教材、文房具、教具等膨大なコレクションを主
としており、この他ほとんど毎週のように絵、服
飾、日記や手紙のような個人的な性格の物品、教
科書、本など寄贈も受け入れているという。また、
同館の収蔵品には高価な画像も含んで、いる。それ
は印刷物、ステレオ写真、フィルム、写真そして
教育用スライドなどであり、研究者やジャーナリ
スト、学芸員、雑誌編集者、出版社らがそれらを
用いるなど、 高い需要があるという。
しかし一方で、、収蔵物の移転が模索されている。
1923年に建てられた建物は、記念碑的な価値が
あるものの収蔵庫が手狭になり、もはや十分な収
蔵・管理に耐えられなくなっている。そのため小
規模な回収が行われているが、さらなる実用性を
求めて地元市会議員と何度か議論を行っていると
いう。収蔵庫のスペース不足では、日本の博物館
と同様の課題を抱えているといえる。
図6 収蔵庫の写真
htlp:llwww.onderwijsmuseum.nl/collectie (201年 l月5日)
て、デジタルアーカイブス化を進めている。2008
年以降、オランダの博物館所蔵資料の登録システ
ムである TheMuseum System (TMS) に3101点
を登録し、 2009年には、少なくとも上半期まで
に 1410点を登録したという。ここには、前述の
高い需要がある という画像資料も多数含まれてい
る。日本の博物館でも近年データベース化が「急
速に進展」しており、電子化された「資料台帳J
をもっ館は 42.6%、そのうち「ほとんどすべて」
が入力済みは 45.7%である 270 データベース化の
過渡期にある点では同様であるが、相互ネット
ワーク化にも取り組んでいる点が日本と異なる点
といえよう。
収集・研究部門では図書室も運営しており、オ
ランダ教育史に関する収蔵品に加え、特に教授法
に関わる貴重書を公開している。図書館は月曜か
ら金曜の 9時から 17時まで利用でき、 2009年に
はそれ以前の 8年間を上回る 122人の来館者があ
り、学生、ジャーナリ スト、科学者、写真家そし
て児童期 ・思春期の教科書に興味をもっ人々など
が利用したという。これら教育史・資料に関心の
ある利用者対応の一環として、様々な質問への回
答、いわゆる リファレンス業務も行っており 、
2009年には「古い学校」、「学校の備品J、119世
紀の読み教育について」など234の質問に答えて
いる (2008年は 189)。
以上のように、収集・研究部門では収集 ・保存
に留まらず収蔵品の公開やレファ レンス業務にも
力を入れていることがわかる。年次報告書には、
IDe collecti巴 vanh巴tmuseum vormt hierbij het 
uitgangspuntJ (8頁)、すなわち「博物館の収集物
は出発点」と述べられており、次いで視覚的また
は有用性のある資料が増えることで博物館事業の
範囲が広がるとも述べられている。これは、日本
最初の教育博物館が備えていた「教育研究所」と
「公共図書館Jの機能を兼ね備えた姿と重なる。
収蔵品を知る者が活用の方途を考える、という点
で望ましい在り方といえる。
(2)常設展
次にプレゼンテーション -教育 ・イベント部門
の事業内容である。まず、常設展であるが、その
展示内容は大きく 3つに分類できる。一つ目は復
元教室で、 17世紀の修道院学校、 1910年代、
40一
オランダ国立教育博物館における教育史 ・資料の収集・保存 ・活用
1930年代、 1960年代など6つの教室があり、実
際に机に座ることができる。また、壁面には各時
代に使われていた教材・教具も展示されいる。二
つ目は、オランダで読み・書き ・算の習得に一般
的に用いられてきた教材・教具の展示である。三
つ目は、オランダにも広く親しまれてきたヨー
ロッパの教育思想家・実践家に関する展示である。
フレーベルの恩物やモンテッソーリ法で用いられ
た教材 ・教具のほか、その基本的な考え方を紹介
するパネルが展示されている。
常設展を用いて、初等教育、中等教育、成人向
けの 3つの教育プログラムが用意されている。代
表的なものはガイド付きの「ツアーJ(有料Jで
あろう。 6つの復元教室をめぐり、 1930年代の教
室では、デイツプベンでの書き方休験、読書、歌、
絵を描いたり算術をしたりと、当時の教育を追体
験することができる。主要なターゲットは特に地
域の学校 (365団体)と若年者、そして「博物館
友の会Jに入っている現役または元教師 (108団
体)である。2009年には 732の小学校の団体訪
問があったが、その多くはこれを体験している。
また、 2009年に同館では 9人の新しいガイドを
採用し、総勢21人体制であらゆる層の客に対応
しているという。
この他、「マインドマッピング(絵や図の情報
を用いて記憶を構造化する技法)Jを用いた「ツ
アー」も積極的に行っている。これはイギリスの
トニー・ブサンが提唱する 「マインドマップjを
用い、教育史に関連する事柄を連想させながら、
図7 公式 HP内のマインドマップの写真
htp://www.onderwijsmuseum.n1/basisonderwijslmindmappen_slimme_zet 
(2011年 l月5日)
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異なる時代の学校や教育の様子への関心を高める
技法である。このツアーでは、最終的に複数の参
加者たちが学んだ情報を共有する形をとる。学習
者の主体性を引き出し、学び、合いや資料への認識
を深める点で、趣向の凝らされた教育プログラム
といえる。ここに、この部門に多くの予算と豊富
な人員を充当している同館運営の特徴を捉えるこ
とができる。
(3)企画展と様々な教育プログラム
年次報告書では、 「他の文化的、教育的、社会
的組織との連携を通して、博物館はその垣根を越
え、より幅広い観客のために新しいプロジェクト
を展開している」ことが述べられており、同館で
は数か月に一因企画展を開催している。以下は、
2009年の一例である。
-ベアトリ ックス女王の児童期に関する企画展
「プリンセスも学校にいったJ(2008年8月22
日から 2009年 l月4日)
・学校の映写機に映された教育映画の発展に関す
る企画展「百年の教育映画J(2008年 12月 11
日から 2009年9月6日)
. Iサルから人へ、教育の進化論」展 (2009年2
月19日から 4月 12日)
. Iオランダの職業教育」展 (2009年6月 19日
から 2010年 9月1 日)
・学校史に関する最高級のアーカイ ブ展 i01d
GoldJ (2009年6月、常設展化)
・Anni巴vanGem巴rtの写真展「少年と少女J(2009 
年9月4日から 2010年 l月3日)
これら企画展は、公式HPで情報が掲載される
ほか、「プリンセスも学校にいった」展などは出
版物(いわゆる図録)刊行など、日本と同様に(そ
れ以上に精力的な)広報・出版活動を伴っている。
他機関との連携例として、ロ ッテルダムの 5つ
の文化施設の協力による企画展「ロッテルダムの
くつろぎ」を挙げることができる。これは、オラ
ンダの歴史と文化を発見し、ロッテルダム市への
愛着を高めようとする教育プログラムである。年
次報告書には明言されていないが、 筆者はロッテ
ルダムの街中でアジア系・アフリカ系・イスラム
系など様々な人種が往来するのをみた。これら異
なる民族や文化を背景にもつ人々がいかに共生す
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るのかについて、現地の教育関係者も高い関心を
寄せていた。同企画展の背景には、こうしたロッ
テルダム市(オランダ)が抱える多民族社会とい
う現状があるのは間違いない。オランダ国立教育
博物館では、これに協賛して近代オランダ教育制
度の歩みと、昔の子どもたちがどんな学校に通っ
ていたのかを知ることができる展示を行った。合
計 120人の子どもたちが来たという。
この他、黒板、教室の写真、教科書、教材、ノー
トなどを国立博物館やロッテルダムのオランダ写
真博物館、ロッテルダム図書館など22の博物館
や機関に貸し出す事業が行われている。 一方、ア
ムステルダムの聖書博物館が開催した若者と宗教
との関係を考える Insid巴Out-Youth and ReligionJ 
展の展示会を同館でも開催するなど、単独館では
なし得ない企画や展示を実現している。
これら企画展毎に講演会やワークショップを
行っている。例えば、「百年の教育映画」展では
サイレント映画に自分たちで音を吹き込む 2時間
半のワークショップ 13，2， 1 .Action!Jが行われ、
6団体 149人の生徒が参加した。ワークショップ
はこの休日の活動として、 4歳から 12歳を対象
に常に行われている。 2009年の活動は以下の通
りであり、合計3101人が参加したという 。
春:ウインドウハンガーづくり、2度目は「マ
ジックランタン」パフォーマンス
休日 古いオランダの遊び
夏 DVDケースのデザイン
秋夢の家のデザインと製作
クリスマスー指人形づくり
さらに公式 HPで収蔵品をもとにしたオランダ
教育の歴史に関わる文書や画像が無料でダウン
ロードできるようになっているお。これは例えば、
学校教員が歴史教育の教材を作成したりする際に
利用できるものであり、学習素材の提供事業とし
て注目すべき事業といえる。
(4)プラットフォームとしての博物館
オランダ国立教育博物館では、展示企画に加え
て教育や芸術に関する団体に部屋をレンタルする
など、イベント開催の便宜を図っている。旧図書
館の雰囲気を残す部屋が、街の真ん中という好立
地と相まって好評だという 。2009年には、 4つの
部屋が299回貸し出され、 6269名が利用した。
同館ではロッテルダム市内のエラスムス大学や
近郊の高等教育機関、それに学術機関などと連携
しており、展覧会やイベントを開催している 。ベ
ルギーオランダ教育史教育協会 (Belgisch
N巴derlandseVereniging voor de Geschiedenis van 
Opvoeding & Onderwijs略称BNVGOO)との連携
では、教育史国際常任委員会議 (ICAL)がロッ
テルダムのエラスムス大学で聞かれた際、レセプ
ション会場を提供し、出席者に常設展の「ツアー」
を行った。また、デンマークの Wurzburg大学(教
育史研究室)および学校博物館との連携では、
2007 -2013年の間取り組まれている文化プログ
ラムの一端を同館が担っているほか、 Wurzburg
大学が 2009 年 4 月 2~3 日に聞いた国際会議の
場所を提供した。
これら国内外の学術・教育機関と連携し、研究
交流のー拠点を担うとともに、広報誌の刊行にも
力を入れている。広報誌 rLESSONsj は発行部
数500で年4回刊行し、公式HPからもダウンロー
ドが可能である 29。編集方針として IDer巴dacti巴
zo申 voorboeiende histor即 h巴enactu巴l巴artikelenJ、
すなわち「魅力ある教育史と現代の教育を扱うこ
と」を掲げており、オランダ教育史に関わる記事
と、各国の博物館・教育施設のレポート、同館の
事業に関する情報によって紙面が構成されてい
る。2010年3月、 6月、 9月のオランダ教育史の
記事から一例を挙げれば、以下のようなものが
あった。
2010年3月
• Jan Amos Com巴nius:onderwijsvernieuweトM.
Ri巴tveldvan Wingerden 
(コメニウス 教育改革者)
• Comenius en Montessori: h巴tkind centraal-Fred 
Kelpin 
(コメニウスとモンテッソーリ:児童中 J心)
2010年6月
• Hoe de Broeders van Maastricht kinderen leerden 
lezen -M. Remery 
(マーストリヒトの兄弟の読み方学習法)
2010年9月
• Stadsarmenscholen in de achttiende eeuw-D. van 
Gijlsw討k
(18世紀の都市貧民学校)
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• Opvoeden in de Oost. De Kolniale School voor 
Meisjes en Vrouwen -M. Kroonen 
(東アジアの教育・植民地の女子教育)
これはほんの一例であるが、オランダに所縁の
ある教育思想家、地域教育史、植民地教育史など
多様な記事を見出すことができた。どの紙面も美
術面で工夫が凝らされており、また写真も多用さ
れ記事に関する具体的なイメージを深めやすく
なっている。
この他、同館には「友の会Jがあり、 WLESSONS.]
はその会員や機関に配布されるほか、各号の主題
に添った講演会を開催するなど、出版と文化活動
を連動させ、教育史・資料の活用の一場面として、
教育史研究の普及・振興を図っている。日本の博
物館で「友の会」があるのは 22.2%に留まり 、「必
ずしも充実 ・進展してきているとはいえないJ状
況にある 30。ここにも、同館の精力的な活動のー
側面を捉えることができる。
おわりに
帰国後、今回の訪問をコーディネー卜してくだ
さったオランダの方々に同館について尋ねたとこ
ろ、同様の事業は多くの博物館 ・図書館が行って
おり、同館はむしろ特定の層を対象としたささや
かな存在だという話があった。「ミューゼウム・
カントリーjオランダにおいて「質、自治、収益
性」の向上を掲げる方向を 1000近い博物館、そ
して本館と分館を合わせて約 1150ある図書館 31
が追究している。それを考えれば、同館は実際に
目立たない存在なのだろう。
しかし、本稿がこれまで整理してきた事業展開
は、教育史・資料を収集・保存し、幅広い層に自
国の学校教育や教育の歩みに関わる知識・認識を
還元しようとする努力に貫かれた、極めて精力的
なものであった。特に注目すべきは、史・資料の
収集は出発点と考え、そこから数々の事業を展開
している点ではないだろうか。その姿は市場原理
導入という政策の荒波を強く受けている。しかし
一方で、荒波を乗り切ろうとする小さな博物館の
姿に、何が公共のものとして保存する価値があり 、
何が活用されるべきなのか、という史・ 資料の取
り扱いをめぐる問いの深まりを見出すこともでき
る。その結果導き出された教育博物館の機能とは、
教育研究所的、公共図書館的なものであり、さら
43 
には収蔵品の貸出やデジタルアーカイブ化といっ
た学習素材の提供を推進していくものであった。
それは奇・しくも、日本における最初の教育博物館
の姿に類似しでもいるのである。
日本でも 1990年代以降同様に、規制緩和・市
場原理導入の改革が行われており、「総合的な学
習の時間」による博学連携への関心が高まったこ
とも相まって、博物館における体験学習や教育フ。
ロジェク トが重視されている 320 この動向そのも
のは今後も注目に値するものとしても、 冒頭仁述
べたように法的規制や人事異動などの外発的要因
により実践の基盤は不安定と言わざるを得ない。
オランダから学ぶべきは、何を公共のものとして
保存し、どのように人々に還元していくのか、と
いう課題意識を広く共有していくことではないだ
ろうか。この間いは、いかに豊かな視点で明日の
生活を切り開く主体を形成するのか、というきわ
めて教育学的な問いにつながっている。ならば、
学芸員・司書のみならず社会教育主事や学校教員、
研究者もまた、史・ 資料の収集・保存 ・活用の議
論に参加していくべきであろう。例えば研究者が
コーデイネート役をつとめ、学芸員 ・社会教育主
事 ・学校教員が自機関所蔵資料の保存・活用の現
実的方策を話し合うなどの取り組みが考えられ
る。これら協働体制の構築は、学校や博物館・図
書館の社会的使命を再考するきっかけになり得る
のではないか。
オランダは現在でも多民族・多文化社会だが、
一昔前までは 「柱状社会jと言われ異なる民族・
文化 ・宗教の交わらない社会であった。それゆえ
に何を公共のものとし、いかに互いに交流するの
かに敏感な社会的・文化的土壌がある。これに対
し日本では民族の違いや文化の違いが問題化する
ことは稀であり 、むしろ経済発展など異なる課題
に関心が向けられてきた。しかし、 高齢化・ 少子
化・過疎化・地域社会の崩壊などが社会現象化す
るなか、オランダとは異なる経路を辿りつつも、
全く同じ問いを立てる必要性が増している。この
デリケートで、しかし今後の歴史(教育史)研究
と歴史認識の質に関わってくる問題に対し、本稿
は実例をも って考える素材を提示したものと考え
ている。
本稿は、文部科学省大学教育・学生支援推進事
業{テーマAl大学教育推進プログラム 「往還型
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